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欧州特許庁（EPO）、観測部門が作業計画について意見募集を開始 

 

2 0 2 5 年 3 月 2 4 日 

JETRO ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ事務所 

 

 欧州特許庁（EPO）は、2025 年 2 月 17 日、観測部門（Observatory）1における 2026 年

と 2027 年の作業計画について意見募集（Public consultation）を開始した旨、ニュースリ

リースにて公表した。 

 意見は、オンラインフォームを通じて 2025 年 3 月 28 日まで提出することができる。 

 

 観測部門が取り組む方針として、次が挙げられている。 

・欧州の変革を優先的に扱う。新しいプロジェクトは、欧州の直面する現在の課題に対処

するとともに、ドラギ報告書2と競争コンパス3に関係する。欧州単一効特許の普及と利点

についても取り上げる。 

 

 新たな作業計画では、３つの主要テーマが設定されている。 

① イノベーションのエコシステムへの障壁を取り除く。 

② 技術とともにより良い未来を形作る。 

③ イノベーションの担い手を後押しする。 

 

 具体的な優先項目として、次が挙げられている。 

Topic 1：気候変動とエネルギー危機 

・持続可能なエネルギー技術（サーキュラーエコノミー、エネルギー転換、ブル

ーエコノミー） 

・モビリティーの未来（輸送業界の技術の変革、特に、エンジン、バッテリー、

センサー、スマートモビリティーの特許と技術動向） 

Topic 2：スタートアップと SMEs 

 
1 特許の技術動向に関する事実に基づく調査の普及を通じて、特許制度の発展に関する幅広い

意見交換を促進することを目的に 2023 年 10 月から活動を開始。 

https://www.epo.org/en/about-us/observatory-patents-and-technology 
2 「欧州の競争力の未来」と題して、2024 年 9 月 9 日に、イタリア前首相で欧州中央銀行総

裁を務めたマリオ・ドラギ氏が、欧州委員会の依頼の下で作成し、発表したもの。以降、欧

州委員会の政策立案において、度々引用されている。 

https://commission.europa.eu/topics/eu-competitiveness/draghi-report_en 
3ドラギ報告書の提言を行程表にしたものであり、規制の簡素化、域内市場の障壁撤廃、資金

調達など各種政策の方針がまとめられている。 

https://commission.europa.eu/document/download/10017eb1-4722-4333-add2-

e0ed18105a34_en 

 

https://www.epo.org/en/observatory-consultation
https://www.epo.org/en/about-us/observatory-patents-and-technology
https://commission.europa.eu/topics/eu-competitiveness/draghi-report_en
https://commission.europa.eu/document/download/10017eb1-4722-4333-add2-e0ed18105a34_en
https://commission.europa.eu/document/download/10017eb1-4722-4333-add2-e0ed18105a34_en
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・技術系スタートアップの特許と市場での成功：欧州単一効特許の役割（技術系

スタートアップが成長し市場での成功を収めるときの特許、特に欧州単一効特許

の影響を調査する。） 

Topic3：学術・研究機関 

・欧州の技術移転機関とスピンアウト（技術移転機関のベストプラクティスと課

題、スピンアウトへの効果を調査する。） 

Topic4：イノベーションによる資金調達 

・IPマネジメントと評価機能（SMEsの技術と IPポートフォリオを管理・評価す

るツールを開発する。Deep Tech Finder に評価指標を実装する。） 

・IP融資機関のマッピング（特許を融資の担保として利用している融資機関のマ

ップを提供する。） 

Topic5：イノベーション活動における多様性と包摂性 

・欧州の若者におけるイノベーションスキルの醸成（欧州の教育課程におけるイ

ノベーション、デジタルスキル/創造力、知的財産の存在をより深く理解する。

観測部門のウェブページにおいて、教育と若者についてのポータルサイトを特集

する。） 

・STEM 分野で活躍する女性（STEM（science, technology, engineering and 

mathematics）において女性が博士号を取得してからのキャリアを調査する。） 

Topic6：ヘルスケア産業  

・透明性向上と医薬品アクセスの仕組みを助ける（医薬品アクセスを向上する仕

組みを模索し、ヘルスケアの透明性を高める。） 

・神経変性疾患又は心血管疾患（アルツハイマー病やパーキンソン病などの神経

変性疾患や欧州で最大の疾患である心血管疾患の予防、診断、治療、管理におけ

る最新のイノベーションを調査する。） 

Topic7：標準化と特許 

・過去の調査結果のフォローアップと両者の関係についての新たな洞察を提供す

る。 

Topic8：欧州にとって重要な技術 

・技術における AI の普及（特許情報を用いて、AI が用いられている技術分野と

普及スピードを調査する。） 

Topic9：科学・イノベーションにおけるキャリアパス 

・欧州におけるイノベーションスキルの不足（ドラギ報告書で強調されているよ

うに、欧州のイノベーションスキルの不足を埋めるためにトップタレントの人材

が必要とされている。STEM における卒業生の論文、特許出願、キャリアパスな

どを調査する。） 

Topic10：イノベーションのエンジンとしての欧州単一効特許 

 ・採用状況（統計分析、欧州単一効特許を選択した動機等について調査する。） 

https://datavisualisation.apps.epo.org/datav/public/dashboard-frontend/host_epoorg.html#/explore?dataSet=1
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・技術系スタートアップの特許と市場での成功：欧州単一効特許の役割（Topic2

と合わせて実施。） 

 

 

EPO のニュースリリース等は、以下参照 

（ニュースリリース） 

https://www.epo.org/en/news-events/news/public-consultation-now-open-epo-observatorys-work-

plan-2026-and-2027 

 

（以上） 

https://www.epo.org/en/news-events/news/public-consultation-now-open-epo-observatorys-work-plan-2026-and-2027
https://www.epo.org/en/news-events/news/public-consultation-now-open-epo-observatorys-work-plan-2026-and-2027

